
川部会の 10 年のふりかえり 

テーマ
解決

手法 
これまでの課題 これまでの取組み 見えてきた課題 今後の試み 

多
様
な
物
理
環
境
と
生
物
生
息
環
境
の
創
出 

本
川
モ
デ
ル 

・（平成22年）矢作川で研究、活動する専門家や団体を講師とした勉強会を開催した。

・（平成23年）矢作川の源流から海までの全てを視察するバスツアーを開催した。

・（平成2４～27年）矢作川河川整備計画、豊田市矢作川河川環境活性化プランなど矢作川に関する河川

整備事業、整備計画に関する勉強会を開催した。 

・（平成26年）久澄橋下流河道内の地形状況について、大同大学、国交省による現地測量を実施した。

・（平成23～平成28年）白浜工区の河道掘削箇所を題材とした河川事業の在り方について意見交換を行っ

た。また、大同大学による洪水規模に応じたモニタリングについて情報共有が図られた。 

・（平成26年）矢作川漁協との意見交換が実現し、現状と課題の情報共有が進展した。

・（平成24～25年）矢作川の土砂問題に関する勉強会を開始し、土砂管理検討委員会に向けての提案事項

となる「矢作川の河川環境の方向性」についてとりまとめた。 

・（平成27年）小渋ダムの土砂バイパスを視察し、総合土砂管理の知見を深めるとともに、土砂管理検討

委員会の進め方について意見交換を行った。 

・（平成26～29年）加茂川の段差改善を目的として、魚道の設置を検討し、自然石による棚田式魚道を設

置された。WGではその後の生き物の生息状況について情報共有を行っている。 

・（平成29年～平成30年）矢作川研究所がアユの生息環境の復元を目的として取り組んでいる阿摺ダム下

流の実験状況（河床環境の改善）について現地視察を行った。また、同場所の生物相について愛知工

業大学の研究結果を周知した。 

・（令和元年）運用後の小渋ダム土砂バイパスの現地視察を行い、運用後に見えてきた課題の情報共有を行

った（第15回勉強会）。 

支
川
モ
デ
ル 

・（平成25～平成27年）水位やゲート敷高等の高さなどの移動阻害箇所の測量及び現地調査を実施すると

ともに、各施設の管理団体を整理し、段差の解消について検討を実施した。 

・（平成23～25年）「草の植え付け」「水田魚道」「越冬マス」「ブロック水制・堰（越冬場所）」など

の設置効果について情報共有した。 

・（平成26～平成29年）家下川湛水防除事業（上郷２期地区）の概略設計の検討状況について意見交換を

行い、排水機場周辺の浚渫など生き物の棲みかに配慮した施工が行われた。また、その後の状況につ

いて情報共有を行った。 

・（令和元年）郷東川で安城市が取り組んだ多自然川づくりの現地視察を行った。また、岩本川で豊田市、

矢作川研究所、市民が協力して取り組んだ「市民主体による小さな自然再生」の現地視察を行った。 

地
域
の
人
々
と
川
と
の
関
係
を
中
心

と
し
た
、
地
先
の
課
題
（
河
川
空
間

の
利
用
・
保
全
の
あ
り
方
） 

地
域
連
携
モ
デ
ル 

・（平成24年）家下川合流点から矢作古川分派点と乙川の現地調査を行い、活動団体や管理者が抱える課

題や活動内容について、情報共有した。 

・（平成25～平成26年）活動団体へのヒアリングを継続するとともに、活動団体を掘り起こし、広く活動

団体の状況を把握するため、新たにアンケート調査を実施した。 

・（平成25～平成27年）活動団体リストを概ねまとめ終わり、活動団体マップの作成に着手した。

・（平成26年）専門家リストのたたき台を作成することができた。

・（平成29年～平成30年）流域圏担い手づくり事例集をWGで取り上げ、協働して取り組むことになっ

た。取材先の選定にあたっては、過去に作成した専門家リストを活用した。 

・（令和元年）川部会メンバーが考える矢作川流域圏年表を作成した。また、国土交通省が検討している

「河川ごみ対策の手引き（仮称）」について情報提供を行った。 

流域を移動する物質に

ついての議論（一部合同

部会で実施） 

ごみの問題等の課題の解決

に向けた市民への啓発 

農業・工業・生活用水に

ついての議論 

河川環境改善実験による

改善策の作成 川沿いを歩きながらの

議論 

土砂管理に関する取り組みの

具体化 

合流点の様子・支川の合流点

の少し上流部分の形態評価 

地先の活動内容の把握・評価 

水系の河川情報の集積 

（生物多様性の保全・川利用）

他
部
会
と
の
協
働
（
特
に
海
部
会
）・
課
題
に
対
す
る
川
部
会
主
導
の
行
動 

本川内の地点別評価 

メンバーの拡大、

市民の議論参加の拡大

懇談会が主体となる環境

改善手法の具体化 

生きものの棲み

やすい川づくり

に関する議論 

矢作川本川の各地点評価 

土
砂
や
川
の
形
、
生
物
の
視
点
か
ら
の
川
の
望
ま
し
い
像
に
関
す
る
議
論 

矢作川の水を利用する水

域外との関連性の理解 

バ
ス
ツ
ア
ー
に
お
け
る
川
部
会
が
抱
え
る
課
題
の
発
信 

川
沿
い
ウ
ォ
ー
ク
の
実
施 

水
系
の
河
川
情
報
の
集
積 

（
生
物
・
防
災
・
管
理
者
の
境
界
） 

ごみに関する情報共有 

矢作川流域圏年表の完成

1

資料 4

生
き
物
の
棲
み
や
す
い
川
づ
く
り
（
上
下
流
問
題
） 



川
部

会
の

活
動

実
績

平
成

2
3
年

度
7
月

2
日

W
G

川
第

1
回

川
の

意
見

交
換

W
G

1
4

【
意

見
交

換
】

○
市

民
川

部
会

の
運

営
方

法
に

つ
い

て
○

課
題

解
決

手
法

等
に

つ
い

て
○

川
の

勉
強

会
の

具
体

化
に

つ
い

て

平
成

2
3
年

度
8
月

1
2
日

W
G

川
第

2
回

川
の

意
見

交
換

W
G

1
4

【
意

見
交

換
】

○
今

後
の

川
地

域
の

運
営

方
針

に
つ

い
て

○
ま

ず
や

っ
て

み
よ

う
課

題
に

つ
い

て
(1

)
検

討
テ

ー
マ

　
(2

) 
検

討
の

進
め

方

平
成

2
3
年

度
1
0
月

1
4
日

W
G

川
第

3
回

川
の

意
見

交
換

W
G

1
7

【
意

見
交

換
】

○
ま

ず
や

っ
て

み
よ

う
課

題
に

つ
い

て
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先
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課
題
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あ
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魚
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住
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す
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川
づ

く
り
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テ

ー
マ

と
し

た
上

下
流

問
題

に
つ

い
て

平
成

2
3
年

度
1
2
月

1
4
日

W
G

川
第

4
回

川
の

意
見

交
換

W
G

1
0

【
意

見
交

換
】

○
今

後
の

川
地

域
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運
営

方
針

に
つ

い
て

○
ま

ず
や

っ
て
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よ
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課

題
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進
め

方
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い

て
(モ

デ
ル

地
区

に
つ

い
て

）
・
本

川
モ

デ
ル

地
区

＝
越

戸
ダ

ム
～

鵜
の

首
・
支

川
モ

デ
ル

地
区

＝
家

下
川

平
成

2
3
年

度
1
月

9
日

W
G

川
第

5
回

川
の

意
見

交
換

W
G

2
0

【
現

地
視

察
】

○
本

川
モ

デ
ル

地
区

＝
越

戸
ダ

ム
、

古
鼡

水
辺

公
園

対
岸

、
篭

川
の

魚
道

、
豊

田
ス

タ
ジ

ア
ム

前
、

鵜
の

首
○

支
川

モ
デ

ル
地

区
＝

家
下

川

平
成

2
4
年

度
5
月

1
8
日

W
G

川
第

1
回

川
部

会
W

G
2
4

【
現

地
視

察
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

家
下

川
流

域
（
説

明
：
矢

作
川

水
族

館
　

阿
部

夏
丸

氏
）

柳
川

瀬
公

園
と

承
水

溝
、

土
砂

・
植

生
設

置
箇

所
、

水
路

マ
ス

設
置

箇
所

、
水

田
魚

道
設

置
箇

所
上

流
区

間
（
県

管
理

区
間

）

平
成

2
4
年

度
6
月

2
3
日

W
G

川
第

2
回

川
部

会
W

G
3
3

【
現

地
視

察
】
本

川
モ

デ
ル

○
河

道
掘

削
箇

所
の

白
浜

工
区

、
野

見
工

区

平
成

2
4
年

度
7
月

1
5
日

W
G

川
第

3
回

川
部

会
W

G
2
3

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

家
下

川
の

整
備

状
況

と
将

来
計

画
（
愛

知
県

豊
田

加
茂

建
設

事
務

所
）

○
承

水
溝

、
柳

川
瀬

公
園

周
辺

の
整

備
状

況
（
豊

田
市

河
川

課
）

○
家

下
川

リ
バ

ー
キ

ー
パ

ー
ズ

の
活

動
報

告
（
矢

作
川

水
族

館
）

平
成

2
4
年

度
8
月

2
3
日

W
G

川
第

4
回

川
部

会
W

G
2
3

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
ア

ユ
の

生
態

に
つ

い
て

（
矢

作
川

研
究

所
　

山
本

氏
）

○
土

砂
と

ア
ユ

の
生

息
環

境
、

漁
協

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
（
矢

作
川

漁
業

協
同

組
合

　
新

見
氏

）
○

矢
作

川
に

お
け

る
生

物
生

息
環

境
に

つ
い

て
（
愛

知
工

業
大

学
　

内
田

副
座

長
）

平
成

2
4
年

度
9
月

2
1
日

W
G

川
第

5
回

川
部

会
W

G
3
2

【
現

地
視

察
】
本

川
モ

デ
ル

○
古

鼡
水

辺
公

園
下

流
部

(ア
ー

マ
コ

ー
ト
化

)
○

高
橋

上
流

右
岸

(瀬
と

本
川

モ
デ

ル
淵

、
ワ

ン
ド

)
【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
土

砂
関

係
に

つ
い

て
（
国

土
交

通
省

）
○

利
水

状
況

に
つ

い
て

（
国

土
交

通
省

）
○

水
産

資
源

の
持

続
的

再
生

に
つ

い
て

（
矢

作
川

漁
協

）
○

豊
田

市
矢

作
川

環
境

整
備

計
画

に
つ

い
て

（
豊

田
市

河
川

課
）

○
支

川
（
安

永
川

）
合

流
部

の
段

差
に

つ
い

て
（
豊

田
市

河
川

課
）

○
矢

作
川

に
お

け
る

外
来

種
と

既
存

種
の

生
息

状
況

に
つ

い
て

（
矢

作
川

研
究

所
）

平
成

2
4
年

度
1
0
月

2
6
日

W
G

川
第

6
回

川
部

会
W

G
1
9

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

家
下

川
、

承
水

溝
、

柳
川

瀬
公

園
周

辺
の

地
下

水
位

に
つ

い
て

（
豊

田
市

）
○

家
下

川
、

承
水

溝
、

柳
川

瀬
公

園
周

辺
の

洪
水

時
の

管
理

に
つ

い
て

（
国

交
省

、
愛

知
県

、
豊

田
市

）
○

家
下

川
に

お
け

る
活

動
の

近
況

（
矢

作
川

水
族

館
）

平
成

2
4
年

度
1
1
月

2
日

W
G

川
第

7
回

川
部

会
W

G
1
9

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
川

本
川

と
籠

川
の

魚
種

の
変

遷
に

つ
い

て
（
矢

作
川

研
究

所
よ

り
情

報
提

供
）

○
矢

作
川

本
川

の
課

題
と

解
決

策
に

つ
い

て
（
グ

ル
ー

プ
討

議
）

○
今

後
の

取
組

み
の

方
向

性
に

つ
い

て
【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

家
下

川
の

課
題

と
解

決
策

に
つ

い
て

○
今

後
の

取
組

み
の

方
向

性
に

つ
い

て

平
成

2
4
年

度
1
2
月

1
4
日

W
G

川
第

8
回

川
部

会
W

G
2
1

【
現

地
視

察
】
地

先
の

課
題

バ
ス

ツ
ア

ー
○

美
矢

井
橋

下
流

の
現

状
と

課
題

○
矢

作
古

川
分

派
施

設
○

乙
川

周
辺

に
お

け
る

活
動

の
現

状
と

課
題

○
日

名
橋

周
辺

に
お

け
る

活
動

の
現

状
と

課
題

○
家

下
川

合
流

点
の

段
差

解
消

平
成

2
5
年

度
5
月

1
7
日

W
G

川
第

9
回

川
部

会
W

G
1
9

【
現

地
視

察
】
本

川
モ

デ
ル

○
安

永
川

排
水

樋
門

○
渡

合
地

区
の

災
害

復
旧

事
業

現
場

平
成

2
5
年

度
6
月

1
3
日

W
G

川
第

1
0
回

川
部

会
W

G
1
9

【
現

地
視

察
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

柳
川

瀬
公

園
付

近
○

家
下

川
合

流
点

の
段

差
改

善
箇

所
○

県
・
市

管
理

境
界

付
近

平
成

2
5
年

度
7
月

1
2
日

W
G

川
第

1
1
回

川
部

会
W

G
2
1

【
現

地
視

察
】
本

川
モ

デ
ル

○
豊

田
大

橋
周

辺
の

瀬
淵

、
ワ

ン
ド

、
砂

州
○

高
橋

上
流

の
瀬

・
淵

○
市

木
川

、
加

茂
川

、
大

見
川

の
支

川
合

流
部

平
成

2
5
年

度
8
月

2
6
日

W
G

川
第

1
2
回

川
部

会
W

G
1
9

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

承
水

溝
、

長
池

の
段

差
解

消
、

長
池

の
水

位
設

定
、

水
源

確
保

に
つ

い
て

○
土

地
改

良
区

へ
の

提
案

平
成

2
5
年

度
9
月

2
2
日

W
G

川
第

1
3
回

川
部

会
W

G
2
0

【
現

地
視

察
】
地

先
モ

デ
ル

○
古

鼡
水

辺
公

園
（
古

鼡
水

辺
愛

護
会

）
○

有
間

水
辺

愛
護

会
○

小
渡

水
辺

愛
護

会
○

御
立

公
園

（
白

浜
工

区
）
＿

矢
作

川
森

林
塾

平
成

2
5
年

度
1
0
月

1
8
日

W
G

川
第

1
4
回

川
部

会
W

G
2
3

【
現

地
視

察
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
川

　
高

橋
右

岸
付

近
　

台
風

1
8
号

被
災

状
況

○
県

管
理

区
間

　
代

表
的

な
瀬

と
淵

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
瀬

と
淵

に
つ

い
て

平
成

2
5
年

度
1
1
月

2
6
日

W
G

川
第

1
5
回

川
部

会
W

G
2
2

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
瀬

と
淵

に
つ

い
て

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

家
下

川
リ

バ
ー

キ
ー

パ
ー

ズ
）
阿

部
さ

ん
か

ら
の

情
報

提
供

年
度

日
付

分
類

会
議

名
参

加
人

数
概

要

2



川
部

会
の

活
動

実
績

年
度

日
付

分
類

会
議

名
参

加
人

数
概

要

平
成

2
5
年

度
1
2
月

2
0
日

W
G

川
第

1
6
回

川
部

会
W

G
1
6

【
意

見
交

換
】

○
地

先
モ

デ
ル

：
専

門
家

リ
ス

ト
に

つ
い

て
○

家
下

川
モ

デ
ル

：
家

下
川

リ
バ

ー
キ

ー
パ

ー
ズ

の
活

動
報

告
○

本
川

モ
デ

ル
：
白

浜
工

区
、

河
川

環
境

の
方

向
性

に
つ

い
て

平
成

2
6
年

度
5
月

3
0
日

W
G

川
第

1
7
回

川
部

会
W

G
2
5

【
意

見
交

換
】

○
今

年
度

の
活

動
計

画
に

つ
い

て
○

市
民

企
画

会
議

か
ら

の
報

告
、

提
案

に
つ

い
て

流
域

連
携

テ
ー

マ
の

担
当

者
　

ご
み

・
流

木
：
内

田
氏

土
砂

：
（
案

）
矢

作
川

漁
協

関
係

者
木

づ
か

い
：
光

岡
氏

○
家

下
川

　
湛

水
防

除
事

業
（
上

郷
2
期

地
区

）
に

つ
い

て

平
成

2
6
年

度
6
月

2
7
日

W
G

川
第

1
8
回

川
部

会
W

G
2
5

【
現

地
調

査
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
川

本
川

の
白

浜
工

区
、

渡
合

対
岸

地
区

、
加

茂
川

合
流

点
段

差
【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
川

森
林

塾
の

活
動

に
つ

い
て

（
矢

作
川

森
林

塾
　

硲
氏

）
○

加
茂

川
合

流
点

の
段

差
解

消
に

つ
い

て
○

渡
合

対
岸

地
区

に
つ

い
て

平
成

2
6
年

度
8
月

2
5
日

W
G

川
第

1
9
回

川
部

会
W

G
2
8

【
現

地
調

査
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
川

_久
澄

橋
付

近
の

瀬
（
矢

作
川

漁
協

　
木

戸
氏

）
【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
瀬

、
淵

の
現

状
と

課
題

、
今

後
の

方
向

性

平
成

2
6
年

度
8
月

2
9
日

W
G

川
第

2
0
回

川
部

会
W

G
1
7

【
現

地
視

察
/
意

見
交

換
】
地

先
モ

デ
ル

○
鳥

川
ホ

タ
ル

保
存

会
○

鹿
乗

川
を

美
し

く
す

る
会

○
活

動
団

体
ア

ン
ケ

ー
ト
と

専
門

家
リ

ス
ト

平
成

2
6
年

度
9
月

2
6
日

W
G

川
第

2
1
回

川
部

会
W

G
1
9

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

家
下

川
、

承
水

溝
、

長
池

の
状

況
と

段
差

解
消

に
向

け
た

課
題

、
方

向
性

に
つ

い
て

【
意

見
交

換
】
地

先
モ

デ
ル

○
活

動
団

体
ア

ン
ケ

ー
ト
に

つ
い

て

平
成

2
6
年

度
1
0
月

3
1
日

W
G

川
第

2
2
回

川
部

会
W

G
2
3

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
久

澄
橋

下
流

の
地

形
の

現
状

、
測

量
成

果
に

つ
い

て
（
鷲

見
副

座
長

）
○

豊
田

市
矢

作
川

河
川

環
境

活
性

化
プ

ラ
ン

検
討

委
員

会
に

つ
い

て
（
矢

作
川

研
究

所
）

平
成

2
6
年

度
1
1
月

1
4
日

W
G

川
第

2
3
回

川
部

会
W

G
1
3

【
現

地
視

察
/
意

見
交

換
】
地

先
モ

デ
ル

○
青

木
川

を
守

り
美

し
く

す
る

会
○

梅
坪

水
辺

愛
護

会

平
成

2
6
年

度
1
2
月

2
2
日

W
G

川
第

2
4
回

川
部

会
W

G
2
3

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
川

水
系

に
お

け
る

総
合

土
砂

管
理

平
成

2
7
年

度
5
月

2
9
日

W
G

川
第

2
5
回

川
部

会
W

G
2
1

【
意

見
交

換
】

○
平

成
2
7
年

度
の

テ
ー

マ
別

の
活

動
方

針
に

つ
い

て
○

W
G

の
進

め
方

お
よ

び
山

川
海

の
流

域
連

携
に

つ
い

て

平
成

2
7
年

度
6
月

2
9
日

W
G

川
第

2
6
回

川
部

会
W

G
2
7

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

上
郷

排
水

機
場

の
改

修
工

事
に

つ
い

て
設

計
内

容
の

説
明

（
豊

田
加

茂
農

林
水

産
事

務
所

建
設

課
）

改
修

工
事

の
際

の
越

冬
魚

へ
の

対
応

＝
魚

の
退

避
方

法
や

段
差

の
解

消
方

法
豊

田
市

河
川

課
、

農
地

整
備

課
、

公
園

課
を

交
え

た
検

討
の

必
要

性

平
成

2
7
年

度
8
月

6
日

W
G

川
第

2
7
回

川
部

会
W

G
1
7

【
現

地
視

察
】

○
小

渋
ダ

ム
（
土

砂
バ

イ
パ

ス
ト
ン

ネ
ル

）
○

中
央

構
造

線
博

物
館

平
成

2
7
年

度
9
月

2
9
日

W
G

川
第

2
8
回

川
部

会
W

G
2
0

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
加

茂
川

合
流

点
の

段
差

解
消

に
つ

い
て

自
然

石
を

用
い

た
棚

田
式

魚
道

の
利

点
○

総
合

土
砂

管
理

検
討

の
概

要
報

告

平
成

2
7
年

度
1
0
月

1
3
日

W
G

川
第

2
9
回

川
部

会
W

G
2
1

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

上
郷

排
水

機
場

の
改

修
工

事
に

つ
い

て
川

部
会

W
G

の
意

見
を

ふ
ま

え
た

設
計

変
更

内
容

の
説

明
（
豊

田
加

茂
農

林
水

産
事

務
所

建
設

課
）

○
承

水
溝

、
長

池
（
ひ

ょ
う

た
ん

池
）
等

の
段

差
の

解
消

に
つ

い
て

平
成

2
7
年

度
1
1
月

1
1
日

W
G

川
第

3
0
回

川
部

会
W

G
1
9

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
古

川
頭

首
工

（
魚

道
設

置
予

定
地

）
○

矢
作

古
川

分
派

施
設

（
施

工
中

）

平
成

2
7
年

度
1
2
月

1
8
日

W
G

川
第

3
1
回

川
部

会
W

G
2
0

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
白

浜
地

区
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
成

果
の

報
告

（
大

同
大

学
鷲

見
研

究
室

）
○

豊
田

市
矢

作
川

河
川

環
境

活
性

化
プ

ラ
ン

（
矢

作
川

研
究

所
）

平
成

2
8
年

度
7
月

8
日

W
G

川
第

3
2
回

川
部

会
W

G
2
6

【
意

見
交

換
】

○
平

成
2
8
年

度
の

川
部

会
W

G
計

画
○

山
川

海
の

流
域

連
携

に
つ

い
て

平
成

2
8
年

度
8
月

5
日

W
G

川
第

3
3
回

川
部

会
W

G
2
1

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
豊

田
市

矢
作

川
河

川
環

境
活

性
化

プ
ラ

ン
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
9
月

2
3
日

W
G

川
第

3
4
回

川
部

会
W

G
2
7

【
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

上
郷

排
水

機
場

の
改

修
工

事
に

つ
い

て
昨

年
度

意
見

を
反

映
し

た
設

計
内

容
の

説
明

（
豊

田
加

茂
農

林
事

務
所

）
【
現

地
視

察
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

上
郷

排
水

機
場

の
改

修
工

事
予

定
地

、
承

水
溝

周
辺

の
段

差
、

ひ
ょ

う
た

ん
池

平
成

2
8
年

度
1
0
月

1
4
日

W
G

川
第

3
5
回

川
部

会
W

G
1
9

【
現

地
視

察
／

意
見

交
換

】
本

川
モ

デ
ル

○
加

茂
川

の
堰

上
げ

式
魚

道
施

工
状

況
○

矢
作

川
本

川
の

状
況

に
つ

い
て

白
浜

工
区

掘
削

直
後

か
ら

現
在

ま
で

の
河

道
状

況
の

変
遷

、
久

澄
橋

下
流

の
右

岸
側

で
実

施
さ

れ
て

い
る

竹
林

伐
開

箇
所

の
状

況
、

高
橋

上
流

に
お

け
る

石
組

埋
設

の
試

験
施

工
箇

所

平
成

2
8
年

度
1
1
月

1
1
日

W
G

川
第

3
6
回

川
部

会
W

G
2
3

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
広

域
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

（
自

転
車

、
歩

行
者

道
）
構

想
に

つ
い

て
○

高
橋

周
辺

の
河

道
保

全
対

策
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
1
2
月

9
日

W
G

川
第

3
7
回

川
部

会
W

G
2
4

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
総

合
土

砂
管

理
計

画
：
　

平
成

2
8
年

台
風

1
6
号

出
水

時
に

実
施

さ
れ

た
給

砂
実

験
に

つ
い

て
情

報
提

供
○

白
浜

地
区

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

成
果

の
報

告
（
大

同
大

学
鷲

見
研

究
室

）

平
成

2
9
年

度
5
月

2
6
日

W
G

川
第

3
8
回

川
部

会
W

G
2
5

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
阿

摺
ダ

ム
下

流
（
ソ

ジ
バ

）
に

お
け

る
ア

ユ
の

生
息

環
境

改
善

実
験

に
つ

い
て

平
成

2
9
年

度
6
月

3
0
日

W
G

川
第

3
9
回

川
部

会
W

G
2
1

【
現

地
視

察
/
意

見
交

換
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

上
郷

排
水

機
場

の
改

修
工

事
に

つ
い

て
工

事
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

の
説

明
（
豊

田
加

茂
農

林
事

務
所

）
W

G
か

ら
要

望
し

た
環

境
面

で
の

配
慮

事
項

の
確

認

3



川
部

会
の

活
動

実
績

年
度

日
付

分
類

会
議

名
参

加
人

数
概

要

平
成

2
9
年

度
7
月

1
8
日

W
G

川
第

4
0
回

川
部

会
W

G
1
4

【
意

見
交

換
】
地

先
モ

デ
ル

○
流

域
再

生
担

い
手

づ
く

り
事

例
集

の
紹

介
と

今
後

の
取

組
み

矢
作

川
研

究
所

の
洲

崎
主

任
研

究
員

か
ら

の
紹

介
【
講

演
】

○
関

係
性

を
築

く
聴

き
方

に
つ

い
て

（
矢

作
川

研
究

所
　

吉
橋

研
究

員
）

平
成

2
9
年

度
8
月

2
3
日

W
G

川
第

4
1
回

川
部

会
W

G
1
6

【
意

見
交

換
】
地

先
モ

デ
ル

○
川

関
係

の
活

動
団

体
リ

ス
ト
の

情
報

共
有

（
最

新
の

活
動

団
体

リ
ス

ト
の

更
新

）
○

流
域

再
生

担
い

手
づ

く
り

事
例

集
の

取
材

先
候

補
の

選
定

平
成

2
9
年

度
9
月

2
9
日

W
G

川
第

4
2
回

川
部

会
W

G
2
4

【
現

地
視

察
／

意
見

交
換

】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
古

川
分

派
施

設
○

矢
作

古
川

頭
首

工
魚

道

平
成

2
9
年

度
1
0
月

2
7
日

W
G

川
第

4
3
回

川
部

会
W

G
1
8

【
現

地
視

察
／

意
見

交
換

】
本

川
モ

デ
ル

○
加

茂
川

水
門

　
堰

上
げ

式
魚

道
の

設
置

状
況

の
見

学
○

豊
田

市
『
矢

作
川

水
辺

ま
ち

づ
く

り
計

画
』
に

関
す

る
国

と
の

連
携

範
囲

の
見

学

平
成

2
9
年

度
1
1
月

2
8
日

W
G

川
第

4
4
回

川
部

会
W

G
2
0

【
現

地
視

察
／

意
見

交
換

】
本

川
モ

デ
ル

○
阿

摺
ダ

ム
下

流
（
ソ

ジ
バ

）
に

お
け

る
ア

ユ
の

生
息

環
境

改
善

実
験

結
果

平
成

2
9
年

度
1
2
月

1
9
日

W
G

川
第

4
5
回

川
部

会
W

G
1
4

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
矢

作
ダ

ム
の

給
砂

実
験

に
つ

い
て

○
流

域
圏

担
い

手
づ

く
り

事
例

集
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

平
成

3
0
年

度
5
月

2
5
日

W
G

川
第

4
6
回

川
部

会
W

G
1
4

【
意

見
交

換
】

○
今

年
度

の
川

部
会

の
活

動
方

針
に

つ
い

て
○

9
年

間
の

活
動

の
総

括
と

今
後

の
活

動
の

方
向

性
に

つ
い

て
○

合
同

部
会

に
つ

い
て

川
部

会
か

ら
矢

作
川

の
水

質
に

つ
い

て
話

題
提

供
す

る

平
成

3
0
年

度
7
月

2
7
日

W
G

川
第

4
7
回

川
部

会
W

G
1
9

【
意

見
交

換
】
本

川
モ

デ
ル

○
阿

摺
ダ

ム
下

流
ア

ユ
生

息
環

境
改

善
実

験
に

つ
い

て
（
豊

田
市

矢
作

川
研

究
所

）
○

矢
作

川
総

合
土

砂
管

理
に

つ
い

て
（
豊

橋
河

川
事

務
所

）
○

矢
作

川
古

鼡
水

制
工

に
つ

い
て

（
愛

知
・
川

の
会

）

平
成

3
0
年

度
1
0
月

3
0
日

W
G

川
第

4
8
回

川
部

会
W

G
1
9

【
現

地
視

察
／

意
見

交
換

】
本

川
モ

デ
ル

○
高

橋
上

流
か

ら
久

澄
橋

下
流

ま
で

の
河

道
掘

削
お

よ
び

樹
木

伐
開

施
行

区
間

○
9
年

間
の

と
り

ま
と

め

平
成

3
0
年

度
1
2
月

1
8
日

W
G

川
第

4
9
回

川
部

会
W

G
1
9

【
現

地
視

察
】
家

下
川

モ
デ

ル
○

家
下

川
 ～

歩
い

て
観

る
、

診
る

、
体

感
す

る
エ

コ
ツ

ア
ー

～
【
意

見
交

換
】

○
9
年

間
の

と
り

ま
と

め

平
成

2
2
年

度
3
月

4
日

勉
強

会
第

2
回

勉
強

会
（
川

地
域

）

講
演

）
大

同
大

学
 鷲

見
准

教
授

に
よ

る
「
私

か
ら

見
た

矢
作

川
」

活
動

発
表

）
「
矢

作
川

治
水

史
研

究
会

」
「
家

下
川

を
美

し
く

す
る

会
」

「
矢

作
川

環
境

技
術

研
究

会
」

「
早

川
を

よ
み

が
え

ら
せ

る
会

」

平
成

2
3
年

度
9
月

2
3
日

勉
強

会
第

5
回

勉
強

会
（
川

地
域

）
6
4

テ
ー

マ
：
源

流
か

ら
海

ま
で

、
2
日

が
か

り
の

「
矢

作
川

の
全

て
」
バ

ス
ツ

ア
ー

○
茶

臼
山

根
羽

川
源

流
碑

○
矢

作
ダ

ム
、

土
砂

起
土

実
験

○
古

鼡
水

辺
公

園
、

百
々

貯
木

場
跡

○
豊

田
大

橋
河

畔
林

整
備

、
豊

田
防

災
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

○
明

治
用

水
頭

首
工

○
青

木
川

、
家

下
川

、
乙

川
、

矢
作

古
川

○
ヨ

シ
原

再
生

、
油

が
淵

平
成

2
3
年

度
1
2
月

1
2
日

勉
強

会
第

6
回

勉
強

会
（
川

地
域

）
3
5

テ
ー

マ
：
今

後
の

河
川

事
業

を
学

ぶ
会

・
矢

作
川

水
系

河
川

整
備

計
画

に
つ

い
て

・
矢

作
川

流
域

内
の

県
河

川
整

備
計

画
の

説
明

平
成

2
4
年

度
7
月

2
2
日

勉
強

会
第

7
回

勉
強

会
5
5

テ
ー

マ
：
矢

作
川

の
土

砂
問

題
に

つ
い

て
・
総

合
的

な
土

砂
管

理
の

取
り

組
み

・
矢

作
川

の
流

域
の

概
要

・
矢

作
川

の
土

砂
に

関
す

る
現

状
と

課
題

・
矢

作
川

水
系

土
砂

管
理

プ
ラ

ン
策

定
・
矢

作
川

流
砂

系
の

目
指

す
べ

き
姿

（
案

）
・
目

指
す

べ
き

姿
に

す
る

た
め

の
検

討
事

例

平
成

2
4
年

度
8
月

6
日

勉
強

会
第

8
回

勉
強

会
4
3

テ
ー

マ
：
矢

作
川

の
土

砂
問

題
に

つ
い

て
・
川

部
会

鷲
見

部
会

長
に

よ
る

講
義

平
成

2
5
年

度
8
月

1
0
日

勉
強

会
第

1
0
回

勉
強

会
2
4

テ
ー

マ
：
生

き
物

調
査

矢
作

川
上

流
域

の
柳

川
周

辺
＿

砂
防

堰
堤

直
下

の
渓

流
で

の
水

生
昆

虫
調

査

平
成

2
6
年

度
7
月

1
日

勉
強

会
第

1
2
回

勉
強

会
5
1

講
演

○
矢

作
川

流
域

の
現

状
と

課
題

の
全

体
像

に
つ

い
て

（
辻

本
全

体
会

議
座

長
）

平
成

2
6
年

度
1
2
月

1
5
日

勉
強

会
第

1
3
回

勉
強

会
4
2

テ
ー

マ
○

矢
作

川
河

川
整

備
計

画
を

学
ぶ

平
成

3
0
年

度
8
月

2
4
日

勉
強

会
合

同
部

会
4
5

テ
ー

マ
・
ア

サ
リ

は
な

ぜ
減

少
し

た
の

か
？

（
名

城
大

学
　

鈴
木

氏
）

・
シ

ジ
ミ

、
ア

サ
リ

を
増

や
す

森
と

里
か

ら
の

湧
水

（
伊

勢
・
三

河
湾

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
井

上
氏

）
・
矢

作
川

本
川

の
水

質
と

流
域

構
造

を
知

ろ
う

！
（
大

同
大

学
　

吉
川

氏
）

・
矢

作
川

中
流

域
の

水
質

を
知

ろ
う

！
（
豊

田
市

矢
作

川
研

究
所

　
白

金
氏

デ
ー

タ
）

・
森

林
が

変
化

す
る

と
水

質
は

ど
う

変
化

す
る

？
（
東

京
大

学
　

蔵
治

氏
）
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